
国際ロータリー第 2660地区
2018-19年度のための地区研修・協議会    職業奉仕  部門 議事録

会場名 
サブリーダー 

役職         氏名 

大阪国際会議場 

10階  1006･7号室
職業奉仕委員長 入谷 治夫 

リーダー 役職・氏名

直前ガバナー  松本 進也

議事録作成者 副ＳＡＡ 青山 総一郎 （大阪南 RC）

開会：                                                                   （１５時１０分）

発表者：松本 進也 直前ガバナー 

【記録内容】 

「開会挨拶並びにロータリーの基本概念について」 

・奉仕団体であり、奉仕する人を育てることが正しい、職業を通じた奉仕。 

・世界で異なる採択１６項目の改定 

・２０１７年は７３の分科会があったが、職業奉仕に関する分科会は１つだった。 

・現在世界と日本との間での職業奉仕の考え方の違いが顕著 

・理念が手段になっている。日本と世界との解釈の違い。柔軟性を求められる時代。 

「クラブ戦略会議」においての成功事例 大阪西南ロータリークラブ 

・２００６年～２００７年に会長をされた村井さんが主催されている 

 西南ビジネス同好会、ビジネス塾等を通じて大きく会員拡大に繋がっている。 

 また、例会にてのミニ卓話、会員名簿の職業欄を分りやすく、詳しく工夫にて組織の 

 活性化に繋がっている事例紹介をして頂きました。 

発表者：次年度職業奉仕委員会 入谷 治夫 委員長             （１５時１５分）

【記録内容】 

「２０１８―２０１９年度活動方針」について 

・地区職業奉仕委員会は地区のクラブの支援し、各クラブの活性化、活気あふれるクラブ創り、 

 魅力ある楽しいクラブへの一助になればと考えています。 

「活動計画」 

１.２０１８－２０１９年度のための地区研修・協議会の実施 

２.クラブ職業奉仕委員会の実施 

３.クラブ支援の実施 

４.職業卓話バンク 

５.アンケートの実施 

６.地区委員会提供資料「職業奉仕入門Ｑ＆Ａ」の更新 
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７.地区委員会の実施「クラブ職業奉仕委員長へのお願い」 

①平成３０年５月１２日、８月２５日開催のクラブ職業奉仕委員会への出席依頼 

②地区ＨＰ掲載の「職業奉仕Ｑ＆Ａ」活用のお願い 

③アンケート期日ご回答のお願い 

発表者：元職業奉仕委員長 木越 正司 ガバナー補佐ノミニー        （１５時３０分）

【記録内容】 

講演「いま何故、職業奉仕が必要か」 

日本と世界の職業奉仕の考え方の違い 

社会体制と職業に対する価値観の相違 

「労働」は天職」である 

職業奉仕とは何か「ロータリー運動は倫理運動である」 

「倫理とは」・嘘をつかない・人を泣かすようなことはしてはいけない 

 ・人を欺してはいけない・非社会的、非人道的行為をしてはいけない。・不祥事を起こさない 

「職業奉仕と社会奉仕はどこが違うのか」 

 ・職業奉仕 すべてのロータリアンが倫理と高潔さをもって仕事にあたり、職業の知識やスキル 

  を社会のニーズや問題解決のために進んで役立てることである。 

 ・社会奉仕 すべてのロータリアンが、地域の人々の暮らしを豊かにし、よりよい社会づくり 

  のために奉仕の実践を行うことである。 

「自分の職業において自分自身が受益者になること」 

 ・世のため人のために自ら行動し奉仕することが、結果として「信頼、信用」を得ることになり 

  自分の職業の繁栄に繋がることになる。 

「ロータリーの職業理念とは」 

 ・職業を営むとは→収益を得ること、継続維持すること。 

 ・奉仕とは→世のため人のために尽くすこと。 

「ロータリー以外の諸団体とはどこが違うのか」 

 ・職業が同時に奉仕するとは考えられない。 

 ・職業を排除した考え方をしている。 

 ・金を集め世のため人のために尽くすことが出来る。 

 ・奉仕の心を団体で打ち出す。 

「ロータリーは単なる慈善団体、寄付団体、ボランティア団体ではない」 

 ・個人の職業倫理に基づいて奉仕の心を職業社会に実践する。倫理を学び、人間の人格を 

  高揚させ、もって初めて職業社会、社会的弱者に対して奉仕である。 

「求められる自分の職業に対する奉仕理念」 

 ・奉仕の理想の哲学を自己の精神に適用し、他人のために倫理に適った職業に営むこと。

 ・自己と自己の企業の倫理を高めていくことが信用を高め、結果的に自己の企業の安定的

  かつ永続的な利潤を確保していこことに繋がる。

「持続すべきロータリー精神」

 ・自分の職業上の高い倫理観を持つ

・地域社会や取り巻く人たちのニーズに答える心を持つ

・社会に奉仕するあらゆる機会を捉え、利他の考えのもと世の中をよくする精神を持つ。 
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発表者：次年度職業奉仕委員会 青田 朝代 副委員長           （１６時１５分） 

【内容】 

「アンケートの説明及び連絡事項」 

・アンケート内容 

① クラブ会員に対して、職業奉仕について考えを深めることを目的とした活動を何か 

実施されましたか？ 

② 職業奉仕月間には委員長卓話を実施されていますか？ 

③ 新委員長として地区職業奉仕委員会にどのような支援をお望みですか。 

発表者：次年度職業奉仕委員会 西口 宗宏 副委員長            （１６時２０分）

【内容】 

・閉会の言葉 

閉会                                  （１６時２５分） 


